
















































































15 ～ 79 歳の市民数百人を対象に 3 回の経年調査を行っている。調査時期と回答者数
は次のとおりである。
　　・第 1 次調査：1953 年（昭和 28 年）……回答者 429 人
一三七
─ 3 ─
　　・第 2 次調査：1972 年（昭和 47 年）……回答者 400 人

































































































を占めた。③を母数としたときの「顕在型」の比率は、第 1 次調査 99.6%、第 2 次調






































⑧モラウ系 15 30 68






⑨イタダク系 30 50 49






⑩クレル系 10 14 4






⑪クダサル系 6 6 1






















































































　まず⑧の「モラウ系」を見ると、第 1 次調査で 15 人、第 2 次調査で 30 人の発話回
答が該当するが、全て非「～テイイ」系であり、「～テイイ」系を使った回答者は全













































































調査 33.1%、第 2 次調査 40.8%、第 3 次調査 51.3% である。先に見た「新聞代」と比






























⑧モラウ系 10 9 25






⑨イタダク系 24 22 15






⑩クレル系 8 4 1






⑪クダサル系 6 5 0
















　まず⑧の「モラウ系」を見ると、第 1 次調査で 10 人、第 2 次調査で 9 人の発話回
答が該当するが、全て非「～テイイ」系であり、「～テイイ」系を使った回答者は全
くいない。これが第 3 次調査になると、25 人のうち 5 人の回答に「～テイイ」系が
現われる。比率にすると、「モラウ系」を使用した回答者のうちの 20.0% が「～テイイ」
系を使っている。数値としてはやはり大きくないものの、先に見た「新聞代」と同様

































は、「新聞代」では男性 15.8%、女性 13.3% であり、男女差はほとんどないと言って
よい状況である。一方「おつり」は、男性 9.1%、女性 28.6% であり、女性の方が使
用者率が高い。ただし、「おつり」は「新聞代」以上に分析対象となる該当者が少な
いことから（男性 11 人、女性 14 人）、確定的なことは言いにくい。
　回答者を生年代別に分析した結果について、まず第 3 次調査を見てみよう。「～テ
イイ」系の使用が見られる生まれの年代には網かけをして示した。「新聞代」では
1970 年代以降、「おつり」では 1960 年代以降に「～テイイ」系の使用が見られるこ
とが確認される。第 3 次調査の 2008 年当時、1970 年代生まれの多くは 30 代、1960
年代生まれの多くは 40 代である。年齢層で言えば、当時の 30 ～ 40 代以下の岡崎市





20 代；現在の 30 代後半から 40 代前半）に注目すると、該当者 14 人のうち 5 人まで
が「～テイイ」系を用いている。使用者率にすると 35.7% であり、3 人に 1 人は使っ
ている計算になる。多数派ではまだないものの、この年代に生まれた回答者にはかな
り浸透していることがわかる。
　第 2 次調査と重なる 1940 年代と 1950 年代の生まれに注目すると、「新聞代」も「お
















































































































　札幌市と釧路市では 2011 年～ 2012 年にかけ、無作為に選ばれた 15 歳～ 79 歳の男
女を各都市 206 人を対象に、主として方言の使用状況に関する調査を実施した。さら























































　主節に相手の動作動詞「閉メル」のない回答等 14 13 11
②授受表現の無い回答





















































⑧モラウ系 0 0 0






⑨イタダク系 0 0 0






⑩クレル系 4 3 3






⑪クダサル系 0 0 0














































　主節に相手の動作動詞「閉メル」のない回答等 6 12 9
②授受表現の無い回答






















































⑧モラウ系 52 45 34






⑨イタダク系 45 25 26






⑩クレル系 12 21 15






⑪クダサル系 3 3 1



































男性 女性 70 代 60 代 50 代 40 代 30 代 20 代 10 代
札幌市
（52 人）













































































と言える。先に見た岡崎市での分析によれば、「～テイイ」系は現在の 40 ～ 50 代以




　調査は 2013 年 10 月に民間の調査会社に委託して実施した。回答者は、無作為に選



















































































　年齢層別に見ると、「手伝ってもらっていい？」の使用者率は、60・70 代の約 2 割























































た）表現である。第 3 次調査を行った 2008 年になるとその使用が見られるが、当時
の 30 ～ 40 代以下の年齢層、現在で言えば 40 ～ 50 代以下の年齢層の市民の間で用い
られ始めた表現であることがわかった。「～テイイ」系の使用者率は若年層になるほ
ど高くなる傾向が見られることから、この表現が岡崎市で浸透しつつあることが考え
られる。第 3 次調査の主として 20 代、現在の 30 代後半から 40 代前半の年齢層では、
「新聞代」において、授受表現を含みかつ「問いかけ型」で表現した回答者のうち「～
テイイ」系を使う回答者は 3 人に 1 人にまで増加している。なお、同じ年代に生まれ


























































































三次調査―」（文部科学省科学研究費補助金〔基盤研究 (A)〕、平成 19 年度～平成 21 年度、課題番

















部は、2014 年 4 月 14 日付の『読売新聞』の「丁寧すぎる言葉に不快感」の記事の一部として紹介
されている。
（3）過去 3 回の岡崎市での調査について「てもらう」「ていただく」の使用の観点から分析した研究
に井上史雄・金順任・松田謙次郎（2012）がある。また、特に「ていただく」の使用の観点から分
析した研究に井上史雄（2012）がある。これらの研究では、設問全体における受恵表現の使用状況
の変化傾向について概観を得ることを中心的な目的としたことから、全回答を母数として計算がな
されている。これに対し本稿では、全回答を母数とするのではなく、後述するように、有効回答を
限定しつつ、「てもらっていい」という表現の使用者率を計算する。すなわち本稿は、これらの先
行研究で明らかになった点についてより限定的・詳細に分析しようとするものであり、それらと補
完関係にあるものと位置づけられる。
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